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美瑛高校生としての誇りを胸に
校長 升 田 重 樹

３月１日(火）卒業証書授与式が行われ、３年生たちが美瑛高校から巣

立っていきます。彼らは私が美瑛高校に赴任した年に入学してきた生徒

たちです。３年間で成長した姿を頼もしく思うと同時に、この生徒たち

の顔が見られなくなるのかという寂しさで複雑な心境です。どうか美瑛

高校の３年間で培ったものに誇りを持って卒業式を迎えてほしいもので

す。。

少し古くなりますが、私の高校生時代のことをお話しさせていただき

ます。私は高校に入学してラグビー部に入りました。精神的にも肉体的

にも未熟であった私は日頃の厳しい練習の疲れからか、授業中に居眠り

をしたり、学校の学習に集中できない状況にありました。そういったこ

とから１年生の後期の定期テストで成績不振科目が４科目となり、父親

が学校に呼び出され指導されることになりました。父は数人の先生達の

お話を聞きながら、ひたすら頭を下げていました。家に帰った後、父か

ら叱られることを覚悟をしていた私に対して父は「一度始めたラグビー

は厳しくても最後まで続けなさい」と、勉強のことに対して何もなく、

この一言だけでした。私はその時に父に対して本当に申し訳なく思いま

した。それまで何のために高校に入学したかということを考えていませ

んでした。その後は最低限のことができていなかった自分を恥じて、学

習と部活動を両立するように努めました。決して学習成績は良い方とは

言えませんでしたが、卒業後は大学に進学させてもらい、大学でもラグ

ビーを続けることができました。今は亡き父との思い出の中で一番印象

に残っていることであり、今日の私があるのは父のおかげだと深く感謝

しています。今振り返ると高校時代の私は本当に弱い人間でした。しか

し、人は自分の弱さと葛藤することで強くなる、それを繰り返すことで

新しい自分を発見することができるのではないでしょうか。「弱い」と感

じたときこそ、強い自分に変われることができるきっかけになると思うよ

うにしてみましょう。自信と不安の中で葛藤することが、その人間の成長

を促す大きな力になると信じています。

生徒の皆さんは入学から卒業までに保護者の方々を含め、様々な人の協

力や支えがあることをわすれてはいけません。高校を無事卒業できたとし

ても、そこからたくさんの困難や壁が立ちはだかることでしょう。しっか

りと自立した人間になるためには、これからも保護者の方々の協力を得な

ければならないことはあると思います。でもいつまでも他の人間に甘えて

いてはいけません。卒業生も在校生も、美瑛高校で培ってきたことに誇り

を持ち、自分を支えてくれている人たちに、いずれ恩返しができるように

日々努力を続けてほしいと心から願います。

先輩に続け！
これから進路実現に向けた取組が本格化する２学年生徒を対象とした

「就職進学体験発表会」を行いました。今

年度、進路実現を果たした３年生が、それ

ぞれの進路活動を振り返り、大切なことを

後輩へ伝えました。２年生は、真剣な表情

で先輩の言葉を受け取り、進路実現に向け

た思いを新たにしていました。先輩たちに

続き、自己の進路実現を果たしてもらいた

いと願います。
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今後の主な予定
3月１日（火）第60回卒業証書授与式

３日（木）高校入試学力検査（生徒休業日）

４日（金）高校入試面接検査（生徒休業日）

16日（水）高校入試合格発表

24日（木）修了式・離任式

25日（金）～4月7日(木）年度末・年度始休業

アンケートの結果について

進路決定状況（２月２１日現在）
令和３年度３学年進路希望状況（（ ）内は内定及び合格内定者数）

※就職内定率７１．４％

今年度の学校評価に係る保護者および生徒のアンケート（４段階評価）

の結果です。

この結果から、本校の教育活動への理解をいただいていることが分かり

ます。「授業改善によるわかる授業の推進」「保護者・生徒とともに目指

すよりよい学校づくり」「いじめのない学校づくり」など、これからの学

校づくりへの課題もあるので、今後にいかしていきたいと考えます。今後

も、本校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。


